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1.　個人の体位向上の為には栄養摂取技術 の知識 の普

及が大切であ り， 一方，医療知識及び技術 の進歩，衛生

思想の発達等も大いに関係する。さらに社会人とし ては

その時代の産業， 文化， 政治に関す る歴史的背景によっ

ても支配されるこ とは，前世界大戦で身をもって体験し

た事実であ る。こ のよ うな見地から奈良，平安時代 を考

え るに，当時代は，考古学的 見地のみから推定 される繩

文,弥生時代 と違って,いくらかでも記述的文献 のみられ

る時代 となってきてい るので，そ の当時 の社会文化 の歴

史的背景 のもとにくらし てい た人 々の食生活 におい て，

い かなる栄養状態 であ ったかを推定 するこ とは，我 国の

食物史上重要であ ると考え，現在 の摂取栄養量 と比較し

て考察す るこ とをこころ みた。

2.　古典 及び 現代 の，食物 に関する文化 史，社 会史等

を調 査参考資料とし， それぞれの時代の食糧生産力， 調

理材料及び方法，食器類，食 事習慣 及び嗜 好卜生等につい

て調査し，推定摂 取栄養 量を算出し た。現 代につい ては

著 者の（1956,   1961）行 った栄養摂取実態調査及び国民

栄養調査を基礎にし これらを比較し た。

3.　歴史的 背景 をもとにし た奈良， 平安 の両時代にお

け る摂取栄養につい ての調査報告をす ると ともに現代の

調査 と比較して論説す る。


